
 

・出血が見られるときには 

 感染予防のため、直には

触れないようにする 

 ビニール袋を手に付ける 

・肩を叩き、声を掛ける 

 小さい声からだんだんと 

 大きな声に 

・人を特定して依頼 
・戻ってきてくれる

よう一言添える 

・口元に頬を近づけ、

息をしているか。 

・目では胸の上下動が

あるかを5秒ほど 

確認する 

①肌が濡れていないか 

 タオルなどで拭く 
②体毛のチェック 

 パッドを貼っても機械が反応しな
ければ、パッドを一度強めに剥が

して、新しいパッドを貼る 

③ペースメーカーの有無 

 位置をずらしてパッドを貼る 

④ネックレスの有無 

 外すか位置をずらして貼る 

⑤貼り薬の有無  剥がす 

救命手当 ： 倒れている人がいたら 

救急救命心肺蘇生法 (財)東京救急協会 ホームページ参照 

    http://www.teate.jp 

2 分間とは、胸骨圧

迫 30 回と人工呼吸

2回を 5サイクル 

疲れるので救助者が 2 人以上いる場合は

5サイクル（2分間）を目安に交代する 

押す場所は 

胸と胸の真ん中 

（乳頭と乳頭の間） 

AEDのボタン

を何回押した

かは、救急隊

に報告する 

人が倒れている 

周囲の安全確認 

反応はあるか？ ない 

ない 

ある 

ある 

傷病者の訴えを聞き 

必要な応急手当 

回復体位 

注意深く見守り続ける 

大声で助けを求め 

119番通報・AED依頼 

人工呼吸（２回）（省略可能） 

気道確保 

心肺蘇生 

AED 到着 

・ まず電源オン 

・ メッセージ通りに行動する 電極パッド装着など 

・ 胸骨圧迫 ： 人工呼吸（30：2 の割合で実施） 

・ 胸骨圧迫は、強く（4～5㎝沈むまで）、速く（約100回/分）絶え間なく 

ショックが不要 

ショックが必要 

２分毎に 

自動解析開始 

除細動実施(電気ショック) 

・ 直ちに心肺蘇生再開 

 ２分間心肺蘇生 

救急隊に引き継ぐか、何らかの応対や目的のある仕草が 

出現するか、普段どおりの息をしはじめるまで続ける 

傷病者に触れない 

（心電図の自動解析） 

・ 心肺蘇生中断 

普段通りの息があるか？ 


